○紙芝居

語り部はルフ。

　ル　フ「昔々のお話です。とある白くて立派なお城に、たくさんの天使たちが住んでいました」

白亜の城。

　ル　フ「綺麗な庭と美味しい食べ物に囲まれて、幸せに暮らしていた彼らでしたが、そんな生活もやがて終わる時が来ました。悪魔が現れたのです」

魔女。

　ル　フ「悪魔たちの働きにより、純粋だった人間の『信仰』は、より即物的な『思想』へと姿を変えていきました。そのために、人の『信仰』から力を得ている天使たちは、とても弱ってしまいました」

木の実。

　ル　フ「そこで天使たちは、ある作戦を思いつきました。まずは悪魔を二つのグループに分けて、そのうち個を大切にする思想を持った悪魔たちに青い果実を、全体を大切にする思想を持った悪魔たちに赤い果実を、それぞれプレゼントしたのです」

世界樹。

　ル　フ「果実はとても美味しいので、悪魔たちは飛びつきました。やがて悪魔が果実なしには生きられなくなった頃、天使たちは真相を明かしました。『実は、この果実はどちらも同じ木から採れるんだよ』『二つの勢力が協力しなければ、木は枯れてしまうよ』」

枯れる世界樹。

　ル　フ「結局悪魔たちは、木が枯れないよう協力することを選びました。これでもう、たった一つの『思想』だけが勝ち残ることはできなくなりました」

夜に消える白亜の城。

　ル　フ「思想同士が争う隙間に、信仰は生まれます。天使たちは消えることこそ免れましたが、昔のような力は無くし、どこかへ隠れてしまいました」

大天秤。

　ル　フ「昔々にそんな物語があったという、これはそんな噂話」

○マジカルドイチェ

瓦礫の山。

を、歩いている朝日。

　朝　日「こ、ここが魔界なの……？」

先導しているサイレン。

　朝　日「連れて着てくれたのはいいんだけど。でも、あたし何をすれば……ひゃっ？」

足元に人が転がっている。

　朝　日「あれ、この子……」

倒れているのは、ノイジー。

○天秤の間

左手で右腕のワルサーP38を引き剥がし、放り投げるスターリン。

撃ち貫かれるワルサー。破壊。

　スターリン「おのれっ！　ヒトラー！」

　　　　　　　歯を食いしばり、口惜しげ。

勢いよく顔を上げる。

○マジカルソビエト

暗い空。

空に大きく広がっていくひび。

ひびの向こうに白亜の城。

鳴り響くイマジン。

○人間界

朝日の部屋。

無人。

勝手に動き出すラジオ。

流れてくる、イマジンのイントロ。

スーパーで買い物をしている京子。

知らないうちに、鼻歌でイマジンを歌っている。

晴れた空の下、ベランダの柵に寄りかかって、ブッシュ。

むしろ気持ち良さそうに、イマジンを口ずさんでいる。

アダムの部屋。

ベッドに腰掛け、壁にかかった天使の絵を眺めているアダム。

口ずさんではいない。

圭の部屋。

　圭　　「ぁぅ……」

頭を抱えて、抵抗している圭。

やがて呻き声もやむ。

小声でイマジンを歌いだす圭。

瞳に光がない。

石平市の上空に、光が満ちる。

○ボストーク

リティの収められた水槽、あわ立つ。

ルフの傍で、邦道が縛られている。

ボストーク、何かカウントダウンしている。

　ル　フ「もうすぐ――夢が叶う」

睨みつけていたコイズミ、一度にこやかな笑顔をつくり。

　コイズミ「まぁ、それはおめでとうございます」

目が笑っていない。

　コイズミ「魔界も人間界も滅ぼしてまで、あなた様が叶えたい夢とは一体なんなのか。私に教えてくださいませんか？」

　ル　フ「僕じゃないよ。彼女の夢さ」

　コイズミ「彼女、ですか？」

首を傾げるコイズミ。刀を後ろ手に持ち、こっそり地面に突き立てる。

刀、地面の中に沈みこむ。

ルフ、少し悲しげに。

　ル　フ「彼女は疲れたんだ。何も、変わらないことに」

天井から、刀が飛び出してルフを襲う。

氷の盾に弾かれた刀。回転しながらコイズミのほうに飛んでくるそれをキャッチ。

　コイズミ「それは、高慢というものですわ」

○マジカルソビエト

まだ戦っているキムとアソー。

　キ　ム「はぁ……とっとと……負けを認めて……賠償金を払いなさい……」

　アソー「なめたこと、言ってんじゃ……」

キムの攻撃を避けたアソー。

その時、二人を覆う影。

はっとして振り向く。

　アソー「ヒムラー！？」

○潜水艦

海から出て、空を飛ぶＵボート。

大量の水を滴らせながら、上空を目指す。

　ヒムラー「我ながら、呆れますね」

静かに座るヒムラー。

　ヒムラー「勝てる見込みなど、ないというのに」

引き締めていた口元が、緩む。

　ヒムラー「恨みますよ、ヒトラー様。あなたが狂ってしまったあの日、我々もまた狂ってしまったのだから」

○六十年前、ドイツ

河の近くにある草むらで、寝そべっているヒトラー。

　アダム「アディ、起きろって」

無反応。

肩をすくめるアダム。

近寄ってくる、翼の生えた金髪の少女。ヒトラーの顔を覗き込む。

ちょっと悩んでから、花冠を寝ているヒトラーの頭に載せる。

くすっと笑う少女。

　アダム「おいおい……」

呆れるアダム。

少し離れた場所で見守るヒムラー。

　ヒムラー「まったく、総統閣下は何をやっているのですか。こうしている間にも、スターリンは力をつけているというのに」

　ゲッベルス「まぁいいじゃないヒムラー。アダムもラウバルも、ヒトラー様に良い影響を与えてるわよ」

　ヒムラー「いい影響、ですか……」

ため息。

　ヒムラー「分かりました。今日の仕事は私が変わりに片付けておきましょう」

　ゲッベルス「ご苦労様」

　ヒムラー「まったく……」

目を細めて、眺める。

いつの間に起きたのか、ヒトラーと少女が並んで座り会話をしていた。その近くにアダムが立っている。

少し、優しい顔つきになるヒムラー。

○潜水艦

　ヒムラー「……いえ」」

顔を上げるヒムラー。

　ヒムラー「狂っていたのは、私だけかもしれませんね」

○魔界上空

ひびの向こうに天上界の城。

城を護るように、大量の天使たち。

それぞれ銃器や刃物で武装している。

○潜水艦

ディスプレイに映し出された天使の軍団。

　ヒムラー「神の国を守護する、一万と二千体の天使たち……。せめて、一矢報いらんことを」

立ち上がるヒムラー。

立ち上がる乗組員達。

　ヒムラー「ハイル、ヒトラー！」

　乗組員『ハイル、ヒトラー！』

○魔界上空

攻撃しながら、城に向かって突っ込むＵボート。

反撃する天使たち。多くの仲間を失いながらも、Ｕボートに集中砲火を浴びせる。

満足げな顔のヒムラー。

城に突っ込み、爆発するUボート。

○マジカルソビエト

　アソー「……」

炎に包まれ墜落するＵボートを呆然と見つめるアソー。

顔が赤く照らし出される。

　キ　ム「隙だらけニダ！」

キムの放つミサイル。

アソー振り返り、ミサイルの弾頭にライフルを打ち込む。

爆発するミサイル。顔を押さえるキム。

爆発が収まると――誰もいない。

　キ　ム「ニダ……？」

不審げなキム。

○邦道の大学のＰＣルーム（第一話の戦闘の舞台）

パソコンの前に座り、掲示板に書き込みをしていくネトウヨたち。

　リティ「やめて！」

叫ぶ。

　リティ「本当はみんな、仲良くしたいって思ってるのに！」

叫ぶ。が、やめない。

表情を引き締めるリティ。

　リティ「多数のサイレントマジョリティを考慮に入れて決定します」

舞い上がる光の渦。

　リティ「死刑！」

石田化。

AK47に、打ち倒されていくネトウヨたち。

一通り皆殺しにして、銃を下ろす。

　カメンスキー「多数のサイレントマジョリティ？」

カメンスキーの声。

顔を上げる石田。

　カメンスキー「そんな奴らは存在しない。貴様は捏造されたマジョリティの声を聞いているに過ぎない」

　石　田「そんなはずない」

石田、冷静に。

  石　田「サイレントマジョリティは存在する。僕には皆の声が聞こえてるんだから。あたりまえの話だよね」

　カメンスキー「本当にそうかな？」

背後から、光が差す。ざわめきが聞こえる。

ゆっくり、ゆっくり振り返るリティ――石田でなくリティ。

そこは、国会。

議員席に座っているのは、皆出来の悪い人形。可動部は剥き出しでいかにもロボといった風情。ガラス球の目が飛び出したりしているものや、スプリングがはみ出しているものも。

怯えるリティ。

　カメンスキー「これが、サイレントマジョリティの正体だ」

リティの背後に立つカメンスキー。

　カメンスキー「お前が聞いて聞いていた声は全て、お前自身が捏造した偽りの多数派の声だ」

後ずさる。

　カメンスキー「そう、誰も仲良くしたいなどと思ってはいないのだよ！　貴様は多数派の振りをして、自分勝手な意見を人に押し付けていただけだ！」

　リティ「ちが……違う！」

頭を抱えるリティ。

　リティ「私は、皆の声を伝えたくて……。言わないけど、口には出さないけど、仲良くしたいって思ってる人の声を伝えたくて……っ」

　ル　フ「リティ……」

顔を上げる。

膝を突いて、ルフがリティの顔を覗き込んでいた。

　ル　フ「君は何も間違ってないさ」

驚くリティ。

微笑むルフ。

　ル　フ「それとも君は、皆が仲良くした方が良いという結論が、間違いだったと思うのかい？」

リティ、躊躇いつつ首を振る。

　ル　フ「そう。多数派かどうかなんて、本当はどうでもいいんだ。君は自分の正しいと思うことをすればいい。そして君には、それを成し遂げるだけの力がある」

　リティ「…………」

瞬きした瞬間、ルフの姿が邦道に変わっている。

　邦　道「リティが幸せな世界を作るんだ。国境もない、宗教もない、欲望も飢えもない。誰もが仲良く暮らせる、そんな世界をさ」

　リティ「……うん」

リティ、頬を染めて小さく頷き――

○ボストーク

ボストークの中で眠るリティ。

機械に腰掛け、機械をなでるルフ。

　ル　フ「ねぇリシタ。君は僕を褒めてくれるかな？　それとも、怒るかな？」

目を閉じるルフ。

　ル　フ「分かってるさ。君が本当にしたかったのは、こんなことじゃない。でも僕は――ラウバルのようにはできなかった」

手を止め、目を開けるルフ。

　コイズミ「……っはぁ……！」

血を吐きながら、立ち上がるコイズミ。手にした刀は刃こぼれしている。

　ル　フ「無理だよ。君の息吹は、もう尽きかけてる」

　コイズミ「まだ、これからですわ」

睨み笑うコイズミ。

　ル　フ「……」

ルフ、暫し黙し

　ル　フ「こういうのはどうかな。僕らは君を、天使の一員として迎え入れる。――そうすれば、人類が滅びても君が消えることはない」

　コイズミ「…………。ふふ」

可笑しそうに。

　コイズミ「…………。ふふ」

口元に拳をあて、くすくすと笑う。

　コイズミ「それは、魅力的な提案ですわ」

駆け出すコイズミ。

ルフの放つ吹雪を避けながら、ルフに迫る。

　コイズミ「はぁっ！」

刀を床の上に滑らし、摩擦で火花を散らしながら振り上げる。

襲う衝撃波を、凍りの盾で防ぐルフ。

気が付くと、コイズミの姿が見えない。

ルフの背後で、刀を振り上げているコイズミ。

　ル　フ「無駄だよ」

振り返り、手を伸ばすルフ。その手に銃が握られる。

コイズミの刀が、撃たれて折れる。

　ル　フ「……」

ゆっくり、見下ろすルフ。刀の先端が床に刺さる。

距離をとって対峙しているコイズミ。

腕の中に邦道を抱いて、その首に短刀を突き付けている。

　コイズミ「協力者がいなければ、サイレント魔女は力を失うのでしょう？」

　ル　フ「いいのかい。魔女が人間を殺せば……」

　コイズミ「……」　

コイズミ、少し黙ってから、くすりと笑う。

　コイズミ「あなた方は、欲望と仰るのでしょうけれど。――生きたいように生きられない世界なんて、とてもではありませんが、願い下げですわ♪」

静かに目を閉じるルフ。

短刀を振り上げるコイズミ。

ばっ――と。

飛び出してきたサイレンが、コイズミから短刀を奪った。

しゅたっと着地するサイレン。

驚愕するコイズミ。

　朝　日「邦道！」

現れたのは、朝日。邦道に駆け寄る。

　朝　日「邦道！　しっかりしなさいよ！　ねえ！　邦道！」

呆然としているコイズミ。

横を見るルフ。見た先から飛び掛ってきたノイジーをあしらう。

着地したノイジー、ルフを見て。

　ノイジー「リティを返してくれないかな？　くれるよね」

　ル　フ「元気そうで何よりだよ。もう一人のサイレント魔女」

腕を振るルフ。

　ル　フ「でもね、君の出番はないんだ」

巻き起こる吹雪が、ノイジーを襲う。

が、吹雪はノイジーに届く直前で引き返し、別の方向から来た攻撃のガードに使われた。

そこにいたのはスターリン。

　スターリン「ボストークを止めろ、風雪の天使」

　ル　フ「君まで、邪魔をするのかい？」

言って、スターリンの方を見る。

　ル　フ「どうしてかな。君の生み出したサイレント魔女は、きちんと目的を果たしているのに」

夢見るように。

　ル　フ「――誰に支配されることもない、平等な社会が生まれるんだ。これは、プロレタリア革命だよ」

　スターリン「くだらんな。そんなものは、社会主義などではない」

　ル　フ「君は、支配したいだけなんじゃないのかい」

にらみ合う二人。

倒れている邦道の傍らに朝日。

立ち上がる。

　朝　日「……なんなのよ」

目に陰を落とす。

　朝　日「何が起きてるのかとか、聞いてもよく分からなかったけど。でも！」

ルフを見る。

　朝　日「あなたが悪いっていうことは分かるわよ！　世界を壊して、邦道までこんな……！」

　ル　フ「少し、誤解があるみたいだね」

ルフ、手を差し出す。

　ル　フ「人類は滅びるけど、君たちが消えてなくなるわけじゃない。人は天使に姿を変えて、永遠を生きるんだ。僕らと共にね」

　朝　日「っ！」

　ル　フ「僕らは、この世から枠組みを無くそうとしているんだ。国家、宗教、人種、財産。あらゆる枠組みを取り払い、完全な平等がいつまでも続く世界。それは、君の望む世界でもあるんだろう？　もっとも」

スターリンを見るルフ。

　ル　フ「思想は意味を無くして、魔女はこの世から消えるだろうけどね」

スターリン、睨む。

　朝　日「平等な世界……？　でも、そんな……」

惑う朝日。

　コイズミ「騙されてはいけませんわ」

コイズミを見る朝日。

　コイズミ「愛情という枠組みまで、取り払った世界。家族と他人の区別もつかない。――誰か一人を、特別だと思うことも出来ない世界」

息を呑む朝日。

　コイズミ「それは、本当にあなたが望む世界ですの？」

眠っている邦道。

その手を握り締め、朝日がルフを睨む。

　朝　日「違う！　あたしが目指してるのは、そんな世界じゃない！」

ルフ、目を閉じる。

　ル　フ「そうだね。気に入らないなら仕方がないさ」

目を開く。

　ル　フ「でも、もう手遅れ。イマジンは人間界を支配したよ」

イマジンの流れる人間界の映像。

　ル　フ「僕らに逆らう思想は、もう君の他には一人もいない」

　ノイジー「それって、少数派ってことだよね！」

斧を掲げるノイジー。

　ノイジー「邦道君もリティも、世界だって、全部アタシが助けるんだから！」

スターリン。

　スターリン「雄弁の魔女よ！　リティの意識を呼び戻せ！　同じリシタの技術を用いた、お前の魔法ならば――」

ルフからの銃撃。を、後ろ飛びに避けるスターリン。

翻って、ルフを狙う。

氷の盾で防ぐルフ。爆発が終わったとき、そこには誰もいない。

　スターリン「っ！　しまった！」

一回翼を羽ばたかせ、滑るようにノイジーに迫るルフ。

　ル　フ「……！」

その時、ルフを襲う銃撃。

避けるルフ、距離をとる。

　アソー「くっだらない死に様を、肯定する気なんてないわ」

立っていたのはアソー。

　アソー「それでも、一応仲間だったよしみよ。最期の望みぐらいは果たしてあげるわ、ヒムラー」

スターリンとアソーに狙われ、迂闊に動けないルフ。

　ノイジー「アソー……」

朝日の下に、ノイジーが辿り着く。

　ノイジー「魔女の力を使うには、人間の協力が必要なの」

手を差し出すノイジー。

　ノイジー「――協力してくれないかな。アタシが絶対、邦道君とリティを助けるから」

息を呑み、大きく頷く朝日。

　朝　日「お願い」

　ノイジー「まっかせて！」

ボストークに向かって、手を握り合う朝日とノイジー。

　ノイジー「ノイジー・マイノリティ」

雑音と光が、空間を満たす。

○リティの精神世界

そこは国会。

振り返るノイジー。

右を見ても左を見ても、議員席には出来そこないの人形たち。すべて、リティを模した顔をしている。

　ノイジー「……何、これ。気持ち悪……」

　石　田『アンケートの結果を発表します』

聞こえてくる石田の声。顔を上げるノイジー。

　石　田『人類はみんな仲良くしたほうがいい。あたりまえの話だよね』

割れんばかりの、拍手の音が響く。

　ノイジー「……リティ！」

走り出すノイジー。

気が付くと、邦道の部屋に。

ノイジーにとっては見たことのない光景。

見回すと、パソコンの電源が入る。

映っているのは、白黒つけます。仲良くしたほうがいいの得票数が１００％に近付いていく。

　ノイジー「……リティ！　どこにいるの！」

叫ぶ。グラフが１００％に達した時、風景が溶けて消えた。

そこは公園。

枯葉が舞う。

ベンチにリティが座っている。伏目がちで、目を合わせようとしない。

腕の中に抱えている邦道人形。

　リティ「……私、多数派じゃなかった」

噴水。

　リティ「聞こえてた声、全部嘘だった。でも――もういいの」

目を伏せたまま、悲しい笑い。

　リティ「みんながどんなふうに感じているのかなんて、本当は関係なかったから。だって、仲良くしたほうがいいのはあたりまえの話だもんね」

潤んだ瞳。

　リティ「結論なんて、最初から決まってたの」

　ノイジー「そんなの……」

撃たれるノイジー。避ける。

顔を上げて驚く。撃ったのは石田。

　ノイジー「なに！？」

周囲三百六十度、山ほどのリティと石田に取り囲まれている。

○ボストーク

体を起こす邦道。

　朝　日「邦道……」

傍に座り、手を握っている朝日。

邦道、朝日を見て。

　邦　道「――悪いな。いっつも、お前に頼ってばっかりで」

涙をため、首を振る朝日。

はっとして、邦道に言う。

　朝　日「邦道！　リティが！」

　邦　道「分かってる」

きょとんとする朝日。囚われのリティを見る邦道。

　邦　道「あいつの声は、今も俺に聞こえてるからな」

○リティの精神世界

公園。ベンチのリティ。

　リティ「もう、誰とも話したくない」

　ノイジー「…………」

困惑から、決意へ。ノイジーの表情が変わる。

手の中に現れる斧。

　ノイジー「そんなの、変だよ。おかしいよ……！」

銃撃の嵐。ノイジー避ける。

リティに向かって駆けるノイジー。

リティ人形の銃撃を斧で弾く。斧でリティ人形真っ二つ。

斬られた人形爆発。爆煙でノイジー姿が隠れる。

大きくジャンプして、煙の中から姿を現すノイジー。いつの間にか、斧が巨大な戦斧に変わっている。

斧を振り下ろして地面に叩き付けると、周囲に電撃発生。何体かの人形が黒焦げになる。

更に人形を壊しながら突き進むノイジー。

真正面に現れた石田人形に斧を撃たれ、刃の部分が飛んでいく。

残った柄で石田人形を殴り飛ばし、更に走るノイジー。

無表情な、リティに向かって。

銃弾が全身を掠め、傷だらけになりながら。

　リティ「いや……っ」

拒絶するリティ。

足を撃ち抜かれるノイジー。転びそうになる。

それでも足を引きずってリティの前に。銃弾やんでいる。

怯えるリティの、肩をつかむ。

　ノイジー「――リティは、多数派なんでしょ！」

涙。

　ノイジー「マジョリティの想いを、世界に伝えるのがリティの役目なんでしょ！」

涙。

　ノイジー「だったら、逃げないでちゃんと見なきゃ！　みんなの声、聞かなきゃ！　こんな世界、誰も望んでないんだから！」

　リティ「……っ！」

ノイジーの体から溢れる電撃が、リティの世界を壊していく。

○ボストーク

スターリンとアソーの攻撃を、華麗にかわすルフ。

ルフ、何かに気付く。

金きり音。

ボストーク、計器に異常。激しく揺れ、蒸気を噴出す。

　朝　日「な、何！？　どうしたの！？」

慌てる朝日の横で、立ち上がる邦道。

　朝　日「邦道！？」

邦道、ボストークに近付く。

　邦　道「リティ……」

水槽の中のリティ。

　邦　道「お前と初めて会ってから、随分経ったよな」

水槽の前に、邦道。

　邦　道「色々あったよな。楽しいことも、辛いことも。海にも行ったっけ。――そうやって、人と関わって」

水槽に手を触れる。

　邦　道「みんなのこと、知らなかったことを、少しずつ知っていった。みんなが、本当はどう思ってるかを」

邦道を見ているルフたち。

朝日。

　邦　道「魔法なんかなくても、みんなの声は聞こえるんだ。お前は、マジョリティでいてもいいんだよ。リティ」

リティが目を開く。

光が溢れる。

消滅するボストーク。

邦道の前に立っているリティ。不安そうに邦道を見上げる。

邦道、笑顔でリティの頭をなでる。

はにかむリティ。

胸をなでおろす朝日。

　ノイジー「わ――たたぁ……っ」

振ってくるノイジー。倒れる。

　ノイジー「つっかれたぁ……」

そこに突然の激しい地鳴り。

　ノイジー「……！？」

消滅し損ねた、ボストークのカウントダウンタイマー。ゼロを指している。

　ル　フ「今この時より、神の息吹が世界に満ちる。永遠の平和は約束された」

ルフを見る邦道たち。ルフ、邦道とリティを見る。

　ル　フ「それを乱す権利が、君たちにはあるのかな」

　アソー「黙れ、空っ風野郎！」

ルフは風とともに消え、アソーの銃撃は外れた。

○魔界

どこまでも続く荒野。

空間に亀裂。

亀裂から、ぞろぞろ出てくる。亀裂を作ったのはスターリン。コイズミを支えたアソー。ノイジー。

邦道、リティ、朝日。

　邦　道「ここは……」

　スターリン「マジカルソビエトの、なれの果てだ」

スターリン、首をめぐらせ。

　スターリン「天秤が消滅すれば、魔界も共に消える。――もっとも、人間界があの状態では、どの道もたなかっただろうがな」

　朝　日「ちょっと、あれ……！」

上空に浮かぶ城。

○城

屋上で、ギターをかき鳴らす男。

屋上の地面にでかでかと、ジョン・レノソの文字。

周囲に楽器はあるものの、肝心のメンバーはジョンだけ。

ジョン、マイクに歌声を――

　　　　　　つづく

